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研究成果の概要（和文）：主な研究成果は、東アジア海域における19世紀の海図作成の過程を明らかにしたことである
。主な調査先は、アメリカ議会図書館とアメリカ国立公文書館であった。両機関において、日本のほか、英仏米露国製
海図の調査を実施した。19世紀中頃までの東アジア沿岸部は、未だ近代的海図が整備されない地域であったが、西洋各
国による通商や軍事的行為の過程で、次第に海図が整備されていった。その際、西洋各国は相互の情報を時に共有しつ
つ、海図を充実させていった。明治維新後の日本は、それら西洋の海図をコピーしながら周辺地域の地図を作成してい
った。それらの地図は、日本政府が東アジアに進出する足がかりの一つとなったことが分かった。

研究成果の概要（英文）：I was mainly studied about the charts created in the 19th century, in East Asia. 
My main research institutions was the Library of Congress and NARAⅡ. Until the mid-19th century, in the 
East Asian coastal areas, modern nautical charts had not been fully developed. In the course of trade and 
military act, Western countries began to develop modern charts. After the Meiji Restoration, Japan 
created some charts of overseas by copying charts that Western countries had created.

研究分野：地図史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
申請者はこれまで、近世日本の農村におけ
る測量技術の普及過程をテーマとして、平成
10年から研究に取り組み、成果を公表してき
た。そこでは、地図を作成するための測量技
術として、当時盤針術と呼ばれた磁石による
トラバース測量の重要性に注目し、その実態
について検討してきた。それは、この測量法
が近世日本における測量術の主要をなした
と判断したからである。 
 例えば近世日本における地図作成の主要
な出来事として、幕府による国絵図作成事業
と天文方の主導した大日本沿海輿地全図（伊
能図）の存在が知られている。この２つの事
例は、高校日本史の教科書にも登場するほど
有名であるが、これらの図はこの盤針術によ
って作成されたものであったことはあまり
知られていない。これまでの研究において、
こうした技術史的なアプローチで地図を理
解した研究はほぼ皆無であり、そのクロノロ
ジカルな展開についてはまだまだ不明な点
が多いのが実情となっている。 
今回の研究はこれまでの報告者による調
査を通じて明らかとなってきた課題や資料
をベースに進めた。さて調査を進める際に設
定した課題は主に次の３つのテーマからな
っており、それらは、①近世日本における盤
針術の日本への導入、②近世日本における三
角関数を活用した測量法の展開、③日本にお
ける近世的な測量術の近代化の過程という
内容であった。それは、これまでの報告者に
よる研究が主に近世における盤針術の実態
をみるものであり、次ぎのステップとして、
その始まりである導入と終わりである近代
化の問題を見ていくことが必要と考えたか
らである。 
 
２．研究の目的 
 上記で記した 3つのテーマは、近世日本に
おける盤針術について、その①導入・②展
開・③近代化の展開を明らかにするためのア
プローチということになる。 
 それらのテーマを検討する上で、当初、個
別に設定した研究の内容は次の通りであっ
た。①の盤針術の導入については、17世紀中
頃までの実測図の事例（三井文庫蔵江戸実測
図、宗家文書蔵対馬国絵図）を主に分析する
ことを考えた。②の三角関数の活用について
は、近世の城下町絵図（鳥取県立博物館蔵な
ど）や測量術書の調査を想定するともに、GIS
による精度評価の検証も行うことを考えた。
また、③の近代化については、日本国内にお
ける地籍測量の展開と東アジア地域におけ
る外邦図の作成過程を主なテーマとして想
定した。 
  
３．研究の方法 
 上記の①～③の課題を検討するうえで最
も中心となる作業は、資料収蔵機関での資料
調査である。対象とした資料は公刊されてい

ない資料や情報が多いからである。現地での
資料調査は、該当する地図や資料のデータを
採録する（調書の作成）とともに、資料の写
真撮影が基本的な作業となる。 
今回の調査では多くの近代海図の撮影を
実施した。こうした近代地図の多くは情報が
細かく書き込まれているため、撮影では可能
な限り高精細な画像を撮影できるカメラを
用いることとした。現地で組み立てた櫓の上
部にカメラを設置して、その下に地図を置い
て撮影することとしたが、地図が大きい場合
は分割して撮影し、後に統合するなどの作業
を行ったが、こうした地図の調査における撮
影法そのものの検討も意義のある作業と考
えている【学会発表⑧】。撮影の必要な資料
の点数が多いことから、予算面から可能な限
り報告者自身で撮影することとしたが、特に
重要な資料については専門家に地図の撮影
やスキャンを依頼した。ただしコストの点か
ら多くの資料の撮影を依頼することは困難
であった。 
調査を行った資料の中には公刊されてい
ない資料も多いことから、こうして得られた
データのリスト化を図る必要も生じてくる
（目録の作成）。本研究を通じて、いくつか
の目録を整備することとなった。ただし、ま
だ作成途上であるため、早急に完成させたい
と考えている【雑誌論文①・その他①】。 
 今回の研究企画は、後述するように、①～
③のテーマのうち③近代化のテーマを中心
に作業が進展することとなった。それは、こ
の③のテーマを考えるために選んだ資料収
蔵機関での調査が、結果的に研究期間内で実
施した作業の大半を占めることになったか
らである。そのため、②のテーマについては
一部を実施し、①のテーマについては調査を
実施することが出来なかった。 
主に調査を実施した場所は、The Library 
of Congress（アメリカ議会図書館）と NARA
Ⅱ（アメリカ国立公文書館）であり、特に前
者での調査が主な作業となった。報告者は本
科研の始まった 2012 年 4 月から 9 月末まで
の間、勤務校のサバティカル制度を利用し、
アメリカ議会図書館の外部研究員として同
図書館で調査を実施することができ、本研究
のテーマもこの時の調査を通じて形成され
ることとなった。その後、報告者は、本科研
実施期間の間、2013 年 3月 3日～13日、2013
年 9 月 1 日～14 日、2014 年 2 月 26 日～3 月
16 日、2014 年 9 月 10 日～25 日、2015 年 3
月 10 日～22日にワシントンＤＣ（アメリカ）
に出張し、継続してアメリカ議会図書館など
での調査を実施した。 
アメリカ議会図書館は世界最大規模の図
書館であり、日本に関連する資料も数多く所
蔵している。日本関連資料のうち、文献資料
の主な架蔵先はアジア部日本課であり、それ
らの内容についてはある程度調査が進み、目
録も幾つか作成されている。ただし、地図類
については基本的にすべてが Geography and 



Map Division（地理・地図部）に架蔵されて
いることから、これまでに実施された調査企
画の対象に含まれたことがなく、日本に関連
する地図については体系的な調査が実施さ
れてこなかった状況である。そうした中、近
年、小林茂（大阪大学名誉教授）ら外邦図研
究グループが進める活動は、これらの一部の
内容を明らかにするものであり、注目される
【雑誌論文④・学会発表⑨】。 
資料の全容は未だ明らかとなっていない
が、第二次世界大戦中後の接収資料を始め、
戦前に集められた日本関連の地図が数多く
架蔵されていることがこの間の報告者の調
査などで分かってきた。また、アメリカに限
らず他の国々の作成した地図についても広
く架蔵しており、こうした特徴を有する機関
はほかにあまり例がない。後述するように、
本研究では東アジア地域における近代の地
図整備状況を主に見ることとなるが、日本を
はじめ複数の国々の作成した地図を網羅的
に所蔵しており、アメリカ議会図書館はこの
種の課題を検討するうえで最も適した機関
のひとつであると評価している。 
アメリカ議会図書館は日本関連地図のコ
レクションについて世界有数の所蔵機関で
あると評価できるが、未だその全容が知られ
ていない状況といえる。その理由のひとつは、
架蔵する地理地図部には日本人および日本
語の出来るスタッフが居ないため、どうして
も資料整理の能力と情報の発信力に乏しく
なってしまうという状況がある。こうした状
況の改善に貢献するための作業も同時に求
められると考えている【学会発表②】。 
 
４．研究成果 
 本研究で主に調査を進めることができた
のは③測量技術の近代化のテーマについて
である。まずはその内容から紹介することと
したい。③の課題を検討するため、東アジア
沿岸部における 19 世紀の海図および地図の
整備過程というテーマを設定することとな
った。このテーマに関心を注ぐこととなった
のは、初期の時点で調査に訪れていたアメリ
カ議会図書館におけるコレクションの内容
に影響された結果ともいえる。 
 イギリスをはじめ西洋の国々にとって、植
民地主義政策を拡大する過程において、東ア
ジアは最後に残された地域のひとつであっ
た。18 世紀末からイギリスやロシアなどの
国々は盛んに通商を求めてこの地に展開し、
その活動は時に軍事的な行動を伴うことも
あった。イギリスと清との間でおこったアヘ
ン戦争やアロー号事件はその代表である。 
こうした活動を進めていくうえで、海図を
中心とした地図の整備は航海の安全を確保
するうえで欠かせない作業であり、東アジア
沿岸地域は 19 世紀を通じて海図が次第に整
備されていくこととなった。そのプロセスで
は時に各国が情報を交換するなどして海図
情報の充実化を図っており、この点について

は本研究で調査を進めている。この海図の整
備活動は平時のみでなく、軍事的な行動を進
めるに際して前提として欠かせない作業で
あり、本研究ではアロー号事件の場合を素材
として、調査分析を進めることとなった【学
会発表⑦】。この成果については現在論文と
して作成中である【2015 年度掲載予定】。 
 西洋が東アジア沿岸地域の海図の整備を
進めるなか、西洋各国は日本に対しても 19
世紀に至ると通商要求への対応を迫ること
となった。この時、各国は日本近海に接近し
ながら海図の整備も同時に進めていってい
る。イギリスをはじめ、ロシア、アメリカ、
などの国々は日本周辺の地図を整備してい
くが、この点についてもこれまでの調査は充
分なものとなっておらず、現在、そのリスト
を作成中である。 
 1868 年の明治維新後、政府は周辺国との間
で領土確定に関する交渉を開始していった。
政府は琉球の処分を進めた後、1970 年代に入
ると台湾出兵と北京条約（対清）、江華島事
件と日朝修好条規（対朝鮮）、小笠原領有宣
言（対アメリカなど）、千島樺太交換条約（対
ロシア）などの措置を矢継ぎ早に進めた。こ
の時、未だ国内の地図整備がままならないと
いう状況であったが、海軍などの機関は国外
の周辺地域における地図の整備に急ぐこと
となった。しかし、独自に地図を作成する能
力を持たない日本は他国の海図などを写し
編集することで対応せざるを得なかったが、
この点についても本研究で検討することと
なった。 
急ごしらえで始まった日本海軍水路部に
よる海図整備事業は、明治の中頃までは、独
自に測量し地図を作成する技術の習得に努
めながら、主として英国やロシア海図をコピ
ーして編集する作業を中心に進んでいった。
水路部が明治期に作成した初期海図につい
ては、その正確なリストが未だ整備されてお
らず、不明な点が多い。これまでの近代地図
史が陸地測量部による地図を中心に展開し
てきたこと、水路部所蔵資料が関東大震災で
焼失してしまったことなど幾つかの要因が
想定される。また、常に改訂されるという海
図の特性への理解不足や、日本の近代海図の
研究が東アジアというより広い地域から見
る視点に欠けていたという点も指摘できそ
うである。ともかく、初期海図のリストは早
急に整える必要があり、現在、その作成を進
めている【2015 年度中に投稿予定】。 
 次ぎに進めることができたテーマは②の
近世測量術の展開とそのGISについてである。
このテーマを調べるため、まずは鳥取県立博
物館と鳥取県立図書館での資料調査のほか、
鳥取市内でのフィールド調査を実施し、その
成果を明らかにした【図書①・学会発表①】。
ここで主に対象とした地図は、幕末に作成さ
れた鳥取城下町図であったが、この図は非常
に精度の高い図であり、その測量法にみられ
る特殊性を明らかにした。 



また、この城下町図の精度の高さを活かし、
現在の地図や空中写真にその図を重ねて町
歩きに活用できるようにするため、アプリの
作成を進めることとなった【雑誌論文③・学
会発表⑤⑥・その他②】。現在、その活動を
大阪に移し、アプリ作成を模索しているとこ
ろである【雑誌論文⑤】。 
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像とメタデータの整備、データベースの公
開まで」人文地理学会・第 132 回歴史地理
研究部会、甲南大学（兵庫県神戸市）、2013
年 6月 22 日。 
 
〔図書〕（計３件） 
①鳴海邦匡「「鳥取城下全図」の作製技術に
ついて」（平井松午・安里進・渡辺誠編『近
世測量絵図の GIS 分析-その地域的展開-』
古今書院、2014）、295（145-164）。 
②鳴海邦匡「伊能図と測量図」（人文地理学
会編『人文地理学事典』丸善出版、2013）、
800（156-157）。 
③礒永和貴・鳴海邦匡「国絵図に見る阿蘇カ
ルデラの景観」（吉村豊雄・春田直紀編『阿
蘇カルデラの地域社会と宗教』清文堂出版、
2013）、438（271-295）。 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
①歴史文化らぼ活動報告 No.01：（「歴らぼ
WEB」） 
http://www.konan-u.ac.jp/hp/rekibun/?
page_id=176 
②「鳥取こちずぶらり」アプリへの参加： 
https://itunes.apple.com/jp/app/niao-
qukochizuburari/id829571461?mt=8 
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